
代表取締役
会長

1979年４月 トヨタ自動車工業株式会社
 （現 トヨタ自動車株式会社）入社
2006年６月 トヨタ自動車株式会社常務役員
2011年５月 当社常勤顧問
2011年６月 当社取締役社長
2023年６月 当社取締役会長(現任)

取締役会への出席状況

14/14回（100%）

取締役会への出席状況

14/14回（100%）

取締役会への出席状況

14/14回（100%）

藤岡 高広
代表取締役
取締役副社長

1983年４月 トヨタ自動車株式会社入社
2014年４月 同社常務理事
2018年１月 当社常勤顧問
2018年４月 当社専務執行役員
2018年６月 当社取締役専務執行役員
2020年４月 当社取締役副社長（現任）

中村 元志

1976年４月 東邦瓦斯株式会社入社
2006年６月 同社執行役員
2008年６月 同社取締役常務執行役員
2010年６月 同社取締役専務執行役員
2012年６月 同社取締役社長
2015年６月 当社取締役(現任)
2016年６月 東邦瓦斯株式会社取締役会長
2021年６月 同社相談役(現任)

社外取締役

1979年４月 全日本空輸株式会社入社
2010年４月 同社大阪支店副支店長
2011年４月 同社東京支店副支店長
2014年４月 同社執行役員大阪支店長
2016年４月 同社上席執行役員営業センター
 副センター長兼関西支社長
2016年６月 当社取締役(現任)
 ANAセールス株式会社(現 ANAあきんど株式会社)
 取締役副社長
2022年4月 ANAあきんど株式会社顧問(現任)

新居 勇子

1982年４月 当社入社
2008年６月 当社参与知多工場長
2012年６月 当社取締役
2013年６月 当社執行役員
2015年４月 当社上級執行役員
2015年６月 当社取締役上級執行役員
2016年４月 当社取締役常務執行役員
2018年６月 当社常務執行役員
2019年４月 当社専務執行役員
2019年６月 当社取締役専務執行役員
2020年４月 当社取締役経営役員(現任)

1981年4月 当社入社
2007年6月 当社参与経理部長
2008年6月 当社取締役
2013年6月 当社取締役執行役員
2015年4月 当社取締役上級執行役員
2017年4月 当社取締役常務執行役員
2018年6月 当社常務執行役員
2019年6月 当社常勤監査役(現任)

1984年4月  当社入社
2011年1月  当社電磁品事業本部
  品質管理室長(部長級)
2015年1月  当社品質保証部長
2021年6月 当社常勤監査役(現任)

取締役会への出席状況 取締役会への出席状況

14/14回（100%）

常勤監査役

知野 広明

14/14回（100%）

常勤監査役

横田 博史

代表取締役
社長

1989年4月 当社入社
2016年4月 アイチフォージユーエスエイ株式会社取締役社長
2018年4月 当社参与　
 アイチフォージユーエスエイ株式会社取締役社長
2021年4月 当社執行職
 営業企画オフィサー　トヨタ営業オフィサー
2023年1月 当社経営役員
2023年6月 当社取締役社長（現任）

取締役会への出席状況

ー/ー回（ー%）

後藤 尚英

1985年4月 トヨタ自動車株式会社入社
2018年1月 同社監査役室長
2019年6月 同社常勤監査役(現任)
 当社監査役(現任)

取締役会への出席状況

13/14回（93%）

社外監査役

小倉 克幸

取締役会への出席状況

14/14回（100%）

取締役経営役員
モノづくり革新本部
本部長

安永 直弘

取締役会への出席状況

14/14回（100%）

社外取締役

安井 香一

■ 基本的な考え方

1989年4月 トヨタ自動車株式会社入社
2010年1月 同社第1アッパーボデー設計部長
2012年4月 同社車両基盤企画部長
2016年4月 同社先行開発推進部長
2019年1月 株式会社豊田自動織機
 自動車事業部製品企画部長
2020年6月 同社執行職
2022年6月 同社経営役員（現任）
2023年6月 当社監査役（現任）

取締役会への出席状況

ー/ー回（ー%）

社外監査役

熊澤 聡太郎

コーポレートガバナンス

Governance ガバナンス

取締役・監査役の紹介 リスクマネジメント

南海トラフ大地震を想定した図上シミュレーション

豪雨等による浸水被害対策として設置した止水板

気候変動や資源の枯渇、国際情勢の緊迫化、大規模災害や感染
症の流行、サプライチェーンの混乱などによる事業活動への影
響、格差拡大による社会の不安定化など、経営環境が大きく変
化・多様化し、社会・環境問題が企業の価値創造やビジネスモ
デルに大きな影響を与える時代になっています。このような状
況から、リスクマネジメントを経営の最重要課題の1つであると
位置づけ、リスクを最小化するため、リスク管理の充実・強化に
取り組んでいます。具体的には経営に影響をもたらす可能性の
ある事柄を「リスク（まだ現実化していない状況）」と「クライシ
ス（現実化した緊急事態）」に区分し、事前にリスクの芽を摘む未
然防止、クライシスが発生した場合に被害を最小化する迅速か
つ的確な初動・復旧対応に注力しています。

１．重大リスクの再評価と対応策の検討
IATF16949※1を2022年度に取得したことを契機とし、災害などに
対するレジリエンス力の強化に向けて、重大リスクの再評価と発生時の
対応策として全社BCP（事業継続計画）の有効性検証・見直しに着手し
ました。

２．防災
①啓発
「災害時における防災行動基準」の内容を見直し、地震発生時等の防災
行動の基本を全社員に再周知しました。

②豪雨・高潮対策
豪雨による浸水被害対策として、新たに知多工場内の通用門等の各所
に止水板を設置しました。また、巨大台風に伴う高潮対策にも取り組ん
でおり、次期中期経営計画への織り込みに向けた社内調査を進めてい
ます。

③防災訓練
当社では、年2回の全社防災訓練を実施しています。2022年度には、東
海市消防本部と合同での初期消火・放水訓練を初めて実施しました。ま
た有事の危機対応能力や判断力の向上を目的に、南海トラフ地震を想
定したより実践的な訓練として、新たにロールプレイング方式の図上シ
ミュレーションを行いました。事前にシナリオを公開せず、刻々と変化す
る中での適切かつ迅速な対応の重要性を認識するとともに、災害への
意識醸成を図りました。

■ 具体的な取り組み事例
執行会議で年央と年度末の年２回、リスクマネジメントの進捗レ
ビューと年度方針、今後の進め方を審議・承認しています。

リスク対応力の強化

地政学リスクやサイバー攻撃、気候変動問題のさらなる高まり
など複雑化する経営環境へ機敏に対応するため、リスクマネジ
メントの強化に取り組んでいます。顕在化している個々のリスク
への対応策の有効性をあらためて検証するとともに、将来起こ
り得るリスク（潜在リスク）については、従来以上にグローバルレ
ベルで幅広く情報収集を行います。またリスクへの対応はこれ
まで機能部門が中心に進めてきましたが、今後は事業部門との
連携を強化することで、これまで以上に正しくリスクを認識し、
適切に対応できる仕組みの整備などに取り組んでいきます。引
き続きリスク対応力を強化し、リスク発現時の損失を低減する
とともに、企業価値の持続的向上に努めます。

※1 世界の多くの自動車メーカーが自動車部品のグローバルな調達基準として採用している自
動車産業に特化した品質マネジメントシステムに関する国際規格
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